
○ 指導計画の作成と内容の取扱いで配慮すべきことは何か。

１ 指導計画作成上の留意点

(1) 地域や学校の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動経験や技能の程度などに応じた

指導や児童自らが運動の課題の解決を目指す活動を行えるように工夫する。

(2) 一部の領域の指導に偏ることのないよう授業時数を配当する。

(3) 第２の第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ保健」に配当する授業時数は，２学年間で８単

位時間程度，また，第２の第５学年及び第６学年の内容の「Ｇ保健」に配当する授業時数は，

２学年間で１６単位時間程度とする。

(4) 第２の第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ保健」並びに第５学年及び第６学年の内容の｢Ｇ

保健」（以下｢保健」という。）については，効果的な学習が行われるよう適切な時期に，あ

る程度まとまった時間を配当する。

(5) 第１章総則の第１の２及び第３章道徳の第１に示す道徳教育の目標に基づき，道徳の時間

などとの関連を考慮しながら，第３章道徳の第２に示す内容について，体育科の特質に応じ

て適切な指導をする。

２ 各学年にわたる内容の取扱い

(1) 「Ａ体つくり運動」の（１）のアについては，各学年の各領域においてもその趣旨を生か

した指導を行う。

(2) 「Ｄ水遊び」，「Ｄ浮く・泳ぐ運動」及び「Ｄ水泳」の指導については，適切な水泳場の確

保が困難な場合にはこれらを取り扱わないことができるが，これらの心得については，必ず

取り上げる。

(3) 集合，整頓，列の増減などの行動の仕方を身に付け，能率的で安全な集団としての行動が

できるようにするための指導については，「Ａ体つくり運動」をはじめとして，各学年の各

領域（保健を除く）において適切に行う。

(4) 自然とのかかわりの深い雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動などの指導につ

いては，地域や学校の実態に応じて積極的に行うことに留意する。

(5) 保健の内容のうち食事，運動，休養及び睡眠については，食育の観点も踏まえつつ健康的

な生活習慣の形成に結びつくよう配慮するとともに，保健を除く第３学年以上の各領域及び

学校給食に関する指導においても関連した指導を行うよう配慮する。

(6) 保健の指導に当たっては，知識を活用する学習活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を

行う。


